
受賞した２名と、団体部門最優秀表彰状を手にする組合長

支店を拠点とした協同活動、藤里支店

　食農教育の一環で藤里支店では藤里幼稚園の年長さんと一緒に、
園舎内の花壇等に、マリーゴールド等の花苗や、ミニトマトや
キュウリ等の苗を定植しました。
　小さな手に軍手をはめた園児たちは大切に苗ポットから取り出
しては、元気に育つようにと丁寧に定植していました。
　園児たちは声を揃えて「スイカを食べるのが楽しみなので、水
やりを頑張ります。」と元気に答えてくれました。
　園児たちと一緒に作業した同支店の渡部美穂子さんは「コロナ
禍の自粛ムードで世間が暗い雰囲気の中、園児らの元気な姿に気
持ち晴れやかになった。将来ＪＡの人と楽しく野菜苗を植えたこ
とを思い出してほしい。」と話してくれました。

作業を終えて記念
撮影

園児と世間話も楽しみながら作業しました

大玉スイカ楽しみだな～

管理技術向上に　健苗コンクール
　管内の田植え作業も大詰めを迎えておりますが、稲作部会（鎌田
文尋部会長）では５月８日、苗の生育確認と生産者の育苗管理技術
向上を目的とした健苗コンクールを開催すると、出品希望者から
選抜された昨年より７点多い３３点の健苗が出品されました。
　審査は、県山本地域振興局農業振興普及課職員が、葉の色や根
の張り具合、苗揃えなど審査し、特に優れた健苗を１０点まで絞り
込み、発根長や乾物重などを測定し、最終的な受賞者５点が決定
されました。見事受賞された方々は下記の通りです。
▽最優秀賞：佐々木昭夫さん（東雲地区）
▽優 秀 賞：渡辺　俊一さん（浅内地区）、佐々木弘明さん（藤里地区）
　　　　　工藤　孝一さん（富根地区）、戸松　勇孝さん（檜山地区）

稲作部会

審査を行う県山本地域振興局農業振興普及課職員

　ＪＡ自動車共済の損害調査サービスレベル向上を目的に、事故
の受付・初期対応、共済金支払い処理日までの日数など各項目を
審査して決定する「自動車共済損害調査部門」において、当組合
が最優秀組合として認められ、ＪＡ共済連秋田県本部長が来組し
組合長へ表彰状を手渡しました。また、共済課松嶋到考査役と同
課伊藤淑人さんの両名については、これらの対応が特に高く評価
されてＪＡ共済連から見事表彰状を受取りました。
　松嶋考査役は「今後もより迅速な対応を心がけるが、先ずは交
通事故のない車社会作りをＪＡとして啓発していきたい。」と話
してくれました。

共済課期待応えるサービスを目指して
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